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第第22章章  タタウウンンミミーーテティィンンググ等等のの実実施施  

11  ..タタウウンンミミーーテティィンンググ実実施施計計画画のの策策定定  

1-1 タウンミーティングプログラムの作成 

タウンミーティングは、これまでに内閣府で検討してきた鉄軌道をはじめとする新たな公共

交通システム導入課題と、本調査で実施したアンケート結果の報告を行うとともに、県民のみ

なさまとの意見交換を通じて沖縄における鉄軌道をはじめとする新たな公共交通について意

見交換する場を提供することを目的に実施されることから、以下の構成で実施した。 

 

表 2-1.タウンミーティングの構成 

項目 時間 内容 

開会あいさつ 5 分間 内閣府担当者より、タウンミーティング

開催にあたっての挨拶を実施 

平成 24 年度調査結果報告 20 分間 内閣府担当者より、「平成 24 年度沖縄に

おける鉄軌道をはじめとする新たな公共交

通システム導入課題検討に向けた基礎調

査」の結果について報告 

平成 25 年度アンケート調

査結果報告 

20 分間 本調査受託者の担当者より、「平成 25 年

度沖縄における鉄軌道をはじめとする新た

な公共交通システムに係る県民意識等実態

把握調査」の結果について報告 

休憩 10 分間  

パネルディスカッション 

 

95 分間 県外の有識者から鉄軌道等の活用事例の紹

介、県内外の有識者・一般利用者・行政担

当者による意見交換、会場の参加者と質疑

応答の順に実施 

計 150 分間  

 

1-2 開催地の選定 

今年度は 2 箇所でタウンミーティングを開催することとなっているが、昨年度のタウンミ

ーティングは、名護市、沖縄市、与那原町、那覇市の 4 箇所で開催されており、まだ南部で開

催されていないため、1 箇所は糸満市で開催することとした。また、もう 1 箇所については沖

縄県の中心都市であり、鉄軌道をはじめとするあらたな公共交通システムネットワークの核と

なる那覇市で開催することとした。 
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1-3 パネルディスカッション登壇者の選定 

パネルディスカンションの登壇者は、県外有識者 1 名、県内有識者 1 名の他、一般利用者 2

名選定し、行政担当者として、内閣府、沖縄県から 1 名ずつ登壇を依頼した。 

 

表 2-2.タウンミーティングの登壇者 

区分 所属等 氏 名 
会場 

糸満 那覇

有識者 琉球大学名誉教授 池田 孝之 ● ● 

熊本高等専門学校准教授 橋本 淳也 ●  

東京大学大学院教授 加藤 徳浩  ● 

一般 

利用者 

NPO 法人バリアフリーネットワーク会議代表 親川 修 ● ● 

NPO 地域協働クリエイトスタディーチーム代表 阪井 暖子 ● ● 

行政 

担当者 

内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事官（企

画担当） 

岡本 誠司 ●  

内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事官（企

画担当）付企画官 

松田 昇剛  ● 

沖縄県企画部交通政策課公共交通推進班長 新城 和久 ● ● 
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22  ..パパンンフフレレッットト作作成成  

2-1 平成 24 年度検討結果パンフレット 

タウンミーティングでの報告に使用するため、昨年度の検討結果を整理したパンフレット

を作成した。沖縄における鉄軌道をはじめとする新たな公共交通システムに関する検討は、

平成 22 年度から継続的に行われていることから、パンフレットでは、はじめにこれまでの検

討の経緯、過年度調査での課題等を整理し、次に昨年度の検討結果を掲載するという流れで

作成した。 

 

表 2-3.平成 24 年度検討結果パンフレットの構成 

項目 ページ 主案掲載内容 

調査概要 P1～P4 ●調査実施の背景と目的 

●平成 22 年度に需要予測の検討を行ったモデル

ルート 

●平成 23 年度の概算事業費、事業採算性、費用便

益比の検討結果 

平成 24 年度の調査の

取組 

P5～P13 ●コスト縮減方策メニュー 

●コスト縮減方策を踏まえた事業採算性・費用便益

分析 

●利用需要喚起方策（旅客、貨物輸送、まちづくり、

総合的な交通体系） 

●導入効果の計測方法 

今後の課題 P14  

 

図 2-1.平成 24 年度検討結果パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、作成したパンフレットは、巻末の参考資料に添付している。
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2-2 平成 25 年度調査結果パンフレット 

タウンミーティングでの報告に使用するため、本調査で実施した「県民調査」、「観光客

調査（WEB 調査）」、「旅行関係業者調査」、「企業調査」の調査結果を整理したパンフレッ

トを作成した。パンフレットは調査別ではなく、県民、観光客、企業の意向等を比較しなが

ら報告できるようにするため、現状の移動実態、鉄軌道の利用意向と利用条件などの項目別

に整理した。 

表 2-4.平成 25 年度調査結果パンフレットの構成 

項目 ページ 主な掲載内容 

はじめに P1～P2 ●アンケート目的 

●実施したアンケート調査の概要 

現状の移動実態 P3～P4 ●公共交通の利用状況 

●交通手段の選択状況 

既存の公共交通の問

題 

P5 ●公共交通の問題点 

鉄軌道の利用意向と

利用条件 

P6～P11 ●鉄軌道の利用意向 

●鉄軌道の利用条件 

鉄軌道の効果と連携

方策 

P12～P16 ●住民の日常生活 

●観光 

●企業活動 

●地域 

鉄軌道の利用促進策 P17 ●フィーダー交通に関する関心 

自由意見 P18  

図 2-2.平成 25 年度検討結果パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、タウンミーティング後も引き続きアンケートの回収・集計作業を行ったため、パン

フレットの数字と報告書の数字は異なっている。なお、作成したパンフレットは、巻末の参考

資料に添付している。
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33  ..広広報報のの実実施施  

タウンミーティングの広報を行うため、下記の媒体により広報を実施した。 

 

表 2-5.広報の実施内容 

広報媒体 実施箇所等 

チラシの配布、ポスタ

ー掲示 

関係機関（糸満市役所、豊見城市役所、那覇市役

所等） 

ホームページ 沖縄総合事務局ホームページ 

新聞への掲載依頼 沖縄タイムス、琉球新報 

 

図 2-3.広報用チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 2 章 タウンミーティング等の実施                                                                 

 

40 

 

44  ..タタウウンンミミーーテティィンンググのの開開催催  

4-1 糸満会場 

糸満会場でのタウンミーティングは、以下のプログラムで実施した。なお、一般の来場者

数は 32 名であった。 

 

開催日時：平成 26 年 2 月 14 日（金） 14：00～16：30  

場  所：糸満工業団地開館  

Ⅰ.開会あいさつ 14;00～14:05 内閣府沖縄総合事務局総務部長 

仲程倫由

Ⅱ.平成 24 年度調査結果報告 14:05～14:25 内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事

官（企画担当）付第１主査付  望月亮治

 

Ⅲ.平成 25 年度アンケート調

査結果報告 

14:25～14:45

 

㈱ケー・シー・エス 沖縄支社 

          石田武士 

（休憩） 14:45～14:55 ※質問票を回収いたします。 

Ⅳ.パネルディスカッション及

び来場者との意見交換 

14:55～16:30 

登壇パネリスト 

琉球大学名誉教授             池田孝之 

熊本高等専門学校准教授          橋本淳也 

NPO 法人バリアフリーネットワーク会議代表 親川 修

NPO 地域協働クリエイトスタディチーム代表 阪井暖子

内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事官（企画担当）

岡本誠司 

沖縄県企画部交通政策課公共交通推進班長  新城和久 

 

 

図 2-4.糸満会場でのタウンミーティングの実施状況 
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4-2 那覇会場 

那覇会場でのタウンミーティングは、以下のプログラムで実施した。なお、一般の来場者

数は 35 名であった。 

 

開催日時：平成 26 年 2 月 19 日（水） 14：00～16：30 

場  所：ネストホテル那覇  

 

Ⅰ.開会あいさつ 14;00～14:05 内閣府沖縄総合事務局総務部長 

仲程倫由 

Ⅱ.平成 24 年度調査結果報告 14:05～14:25 内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事

官（企画担当）付第１主査付  望月亮治

 

Ⅲ.平成 25 年度アンケート調

査結果報告 

14:25～14:45

 

㈱ケー・シー・エス 沖縄支社 

          石田武士 

（休憩） 14:45～14:55 ※質問票を回収いたします。 

Ⅳ.パネルディスカッション及

び来場者との意見交換 

14:55～16:30 

登壇パネリスト 

琉球大学名誉教授              池田孝之

東京大学大学院教授             加藤浩徳

NPO 法人バリアフリーネットワーク会議代表 親川 修

NPO 地域協働クリエイトスタディチーム代表 阪井暖子

内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事官（企画担当）

付企画官                  松田昇剛

沖縄県企画部交通政策課 公共交通推進班長   新城和久

 

 

図 2-5.糸満会場でのタウンミーティングの実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

 


